
景域単位区分の手法に関する考察

1.  は じ め に

筆者らは,す でに,景 域生態的土地評価(注1)(人間主

体的な土地複合体の今日的状況の評価)の 前段として,

評価の基礎的単位となるべき景域単位(注2)(Landscha一

ftseinheiten,LE)を, 潜在自然植生―地形型類型とし

て求めるという手法を提唱した (図-1,武 内1974(13),

井手 1974(3),井手 ・武内 1974(4))。本事例考察は,そ

うした筆者らの提唱する景域単位区分手法の具体化,お

よび,現 実の計画対象空間への適用と,そ れに際して派

生する諸問題の検討を目的としたものである。

本考察の機会は,京 都大学 ・北村貞太郎氏から与えら

れたものであり,考察を進めるにあたっては,京都大学 ・

村田源氏,古 川久雄氏,高谷好一氏,国立科学博物館 。松

本英二氏,東 京大学 ・米倉伸乏氏等から多大の助言を得

た。また,現 地調査,室 内作業については,井 上康平,

伊藤訓行,熊 井千代治,牧 野清太郎,本 間聖二,加 古富

夫等の諸兄の協力を得た。ここに記して深い感謝の意を

表しておきたい。

(注1)景 域という用語については既に議論したもので

あるが,一 言でいえば,「 時間―空間―システムと

して表わされる,地 域の,人 間主体による総体的認

識」という内容をもつものであり,詳 細については

文献 (2),(11)を 参照。したがって,景 域生態的

とは,生 態的概念の景域を把握する方法の意であり

西 ドイツにおいては, 景域生態学 (Landschaftsё―

kologie)として体系化がされつつある。

(注2)景 域単位は,自 然立地的土地利用計画ないしは

景域計画のための基礎的部分としての生態的空間単

位となるものである。したがって, この景域単位は

いわば,自 然立地的土地区分の結果として示される

ものである。
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図-1 潜 在自然植生―地形型景域単位区分の手法

Abb. l Prozess fur die Gliederung der Geo=

Botanischen Landschaftseinheiten

2.調 査地区の概観 (図-2)

滋賀県新旭町は,琵 琶湖北西岸に位置し,お もに古琵

琶湖層群からなる開析台地と,安 曇川によって形成され

た扇状地から成 り立っている。この地域は,鈴 木(1962)

(12)による準裏日本気候区(注3)に 属し,ま た冬期の積

雪が夏期の降雨よりも卓越 している。

対象地域は,海 抜高度 270%以 下であ り,お おむねシ

イ林域にあることが想定され,同 時に,湖 岸地域は,琵

琶湖水体の気温緩衡作用を受けて,タ ブ林が多く成立す

ることが特徴とされる (吉良他 1972)。

調査地区は,新 旭町の安井川 ・熊野本地区であり,兼

業農家を中心とする農業地区である。この地区の農業の

基盤をなすものは,主 として,沖 積低地で営まれる水田
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図-2

調査地区

Abb。 2 For〔C―

hungs―gebiet

耕作であり,そ のほか,野 菜 ・果実類を中心とする畑地

耕作やスギ, ヒノキを中心とする林業が台地部において

営まれている。

また,調 査地区内を,関 西と北陸をむすぶ国道 161号

線が通っており,そ れに沿って集落が発達している。さ

らに, この地区は,国 鉄湖西線の開通によって,京 都 0

大阪方面への通勤圏内に含まれ,新 たな都市化,市 街化

の予想される地区である。したがって,そ うした意味に

おいても,何 らかの空間整備が必要とされる地区である

といえる。

(注3)冬 型の気圧配置の時にも雪の降らないことがあ

りうる気候区

3.植 生による分析

植生的分析のためには,手 順として相観による現存植

生,種 組成に基づく現存植生,潜 在自然植生の各調査を

必要とするが,相 観を主とした現存植生については既存

の資料(8)が ぁり今回は種組成による現存植生図および

潜在自然植生図の作製を行った。植生の調査は Braun―

Blanquet(1964)(1)による方法に基いた。

3-1 現 存植生

相観による植生区分では同じ分類に属す群落であって

も,そ の種組成の面からはみれば相異ることがしばしば

ある。これはたとえ異った自然的立地条件の下に成立し

ていても,人 為的影響が優占した場合には類似の相観を

示すことになるからである。この群落の社会構造の差を

分析するためには,種 組成に基づく群落区分が有効であ

る。この観点に立って調査地区の現存植生を植物社会学

的に考察すると次の通りである。 (群落区分表は省略)

表-1に 示すように,森林群落は7区分,畑地について

は2区分,水 田放棄地については4区分された。樹林の

中でフラビーアカマツ群落というのは,大 型機械による

造成工事の結果,表 出した土壌上の植生であリススキ,

ワラビ等の草原性の植物や,ヤ マツツジ,ホ ツツジ,ネ

ジキ,ス ノキ,ア クシバ等のツツジ科の植物で主として

構成されている低木林である。 コバノミツバツッジーア

カマツ群落は尾根部や,台 地面でも土壌が薄く乾燥した

立地に生育する群落である。ネザサークリ群落は斜面の

二次林であるが, これは発達の相異によって二つの下位

単位に分かれる。すなわち, コジイ,サ カキ,テ イカカ

ズラなどのシイ林の構成種, ヒノキ, トウゲシバ, シシ

ガシラなどの乾燥立地の植物を含むコジイ下位単位とそ

れらを含まない典型下位単位に区分される。ヒサカキー

ヒノキ群落は斜面上部の比較的乾燥したヒノキ林および

斜面下部のスギ ・ヒノキ混植林である。この群落では林

内が暗く,ア カマツ林構成種は入ってこない。 ド クダミ

ースギ群落は,低 地および斜面下部の湿性土壌上にある

スギ植林で谷地田放棄後の植林に典型的な群落がみられ

る。ヤブランーマダケ群落, ミゾソバーハンノキ群落は

相観的植生の竹林,ハ ンノキ林にそれぞれ相当する。

畑地の雑草群落は台地面および低地の適潤土壌に立地

するシロザ
ーハコベ群落と低地の過湿土壌に立地するジ

シバ リーコヒルガオ群落とに区分される。前者は現況土

地利用としてはスイカ, カボチャが,後 者はサ トイモ,

果菜類が主として栽培されている。

水田放棄地の雑草群落は,水 分条件によって大きく二

分される。すなわち, カモジグサ, ヒメムカシヨモギ,

オオバコ,ス スキ, ヒメジョオンなどの荒地植生の構成

種が優占する比較的乾いた立地と,ャ リ,イ ボクサ, ド

ジョウツナギによって識別されるような滞水した立地と

である。この両立地の中間的立地に, コブナグサ, クサ

ネム,イ , マツバイなどが生育する。これらの群落の違

いは自然的な立地条件の相違というよりは,灌
・
in用水の

条件の差をより強く反映している。

以上の群落区分の空間的配分を示したのが 図-3の 現

存植生図である。

3-2 潜 在自然植生

現存植生図は,い わば対象地区で,人 間の多様な影響

下で自然植生の破壊後に成立している代償植生の状態を

示している。この代償植生は
一定の人為的影響が続くか

ぎり存続する持続群落となっているものが多い。しかし

これらは当該地区の自然植生ではないから,生 物的な土

地の潜在力を評価するには,潜 在自然植生図を作製する

必要がある。

本調査地区の潜在自然植生を推定するためには,相 観

による植生図,現 存植生図,上 壌図,現 在の土地利用図

などを参考にした結果,主 として現存植生と土壌型分類

との対応から判断して,既 に鈴木時夫らによって,当 地

区周辺で認められている三つの群集 (アカマツーコバノ

- 2 -
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表-2 潜 在自然植生図作成指針

Tab.2.Legende der hettigen pOtentiellen natiirlichen Vegetation

ミツバツツジ群集(10), コジィサヵキ群集(6), タブ
ーィ

ノデ群集(10))とヨシーハンノキ群落 の合計四群落単位

を認めることができた。それら各群落単位における現存

植生と土壌との関係は表-2の とうりである。こうした

群落単位を空間的に表現したものが,図 -4の 潜在自然

植生図である。

アカマシーコバノミツバツツジ群集は尾根部および盾

地上壌地に分布し,か つてシイ林域であったところに人

為的作用の結果,立 地が貧化して今日のアカマツ自然植

生を成立させているものである。

ロジイーサカキ群集は斜面のやや乾燥した土壌域に分

布し,か つては当地区の洪積土壌域全域を覆っていたも

のである。現在は一部分がスギ・ヒノキ植林されている

ほかは大部分がアカマツニ次林となっている。

タブーイノデ群集は沖積土壌域を中`いに今日広い面積

にわたって分布している。かつては河川沿および崩積土

壌域に限られた面積であったものが,治 水事業および流

出土壌の堆積等によって今日のように分布を広げたもの

と考えられる。この群集域はその肥沃な土壌のため古く

から各種の土地利用に供され,最 も利用可能性の高い立

地である。したがって古い集落,社 寺,埋 蔵文化財の多

いのもこの植生域である。

ヨシーハンノキ群落はグライ土壌域に主として分布し

低湿で,現 在は大部分が水田化している。この植生域の

潜在 自然植生 現 存 植 生 土 壊

アカマツー

コパノミシパツツЙ離集

ワ ラ ピ ー ア カ マ ツ 群 落 赤黄色乾性土援、黄褐色弱乾性土壊、大褐色乾性未熟土壌

コィくノミツ′(ツツジ社アカマツ群落 赤黄色乾性土壊、ft‐褐色弱乾性土壌、黄褐色乾性未熟土壊

コジイー

サ カ  キ  群  集

コパノミツパツツジーアカマツ群落 乾性未熟～受蝕土壊

ネ ザ サ ー ク リ 群 落 黄褐色乾性未熟土壊、黄褐色弱乾性土壌

ヒ サ カ キ ー ヒ ノ キ 群 落 黄褐色乾性未熟土壊、黄褐色弱乾性土壊

タ プ ー

イ ノ デ 群 集

ネ ザ サ ー ク リ 群 落 黄褐色弱乾～適潤未熟土壊

ヒ サ カ キ ー ヒ ノ キ 群 落 湿性未熟土壊、褐色適潤未熟土壊

ド ク ダ ミ ー ス ギ 群 落 振似グライ土壊

ヤ プ ラ ン ー マ ダ ク 群 落 黄褐色弱乾～湿性未熟=壊 、共褐色弱乾性～禍色適潤土襲

シ ロ ザ ー ハ コ ベ 群 落 黄褐色弱乾～適潤土壊

ジシパ リーコヒルガオ群落 褐色適潤土壊、礫層土壊

カモ ジグサー ヨモ ギ群 落 礫 層 土 襲

ススキー コ プ ナ グサ 群落 礫 層 土 壊

ミゾソノ‐アメリカセンダングザ詳落 褐色適潤土襲、湿性未熟土襲

ヨ シ ー

ハ ン ノ キ 群 落

ヤ プ ラ ン ー マ ダ ケ 群 落 擬似グライ土壊

ミゾノパーハ ン ノ キ群落 擬似グライ土壊

ジシパ リーコヒルガオ群落 擬似グライ土壊、グライ土壊

カモ ジグサー ヨモ ギ群 落 擬似グライ土壊、グライ土壊、灰褐色礫質土襲

スス キー コプナ,グサ 群 落 擬似グライ土壊、グライ土壌、灰色土壌
～灰褐色礫質土壊

ミゾノパニアメリ鷺 イダングサ群落 灰色～灰褐色土壊、グライ土壊、仄褐色礫質土襲

セ リ ー イ ボ タ サ 群 落 擬似グライ土壊、灰褐色土雲、灰褐色礫質土壊

―- 5 -―
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集落,畑 はいずれも土盛をして作られたものであ り,そ

の形成の時期も比較的新しい。

以上の四つの植生域の関係は,歴 史的にみると,人 間

の活動の結果, コジイ
ーサカキ群集域の尾根部が土壌流

亡の結果,ア カマツ
ーコバノミツバツツジ群集が成立し

また流出土壌の堆積によってタブ
ーイノデ群集域の分布

は広がり, さらにヨシーハンノキ林の発達によってもタ

ブーイノデ群集域は拡大してきたという関係にある。す

なわち農耕地の拡大は, とりも直さず肥沃な立地として

のタブーイノデ群集域の拡大と,水 田域の確保としての

ヨシーハンノキ群落域の増加という現象であったのであ

る。

4.地 形による分析

4-1 調 査地区周辺の地形

切峯面図 (図
-5)に 示されているように,調 査地区

周辺の地形は,大 きく,切 峯面高度 200～270%の 台地

部 (饗庭野台地)と ,85～ 110%の 低地部 (安曇川扇状

地),お よび,台 地部をとりまく斜面に区分される。 台

地自体は地殻変動により北西に傾いている。また,谷 密

度図 (省略)に 示されるように,調 査地区付近がとくに

谷密度が高く,饗 庭野台地が調査区付近で相当開析の進

行していることが判定される。事実,調 査地区付近は,

すでに丘陵地の様相を呈しており,台 地面として確認さ

れるものは,稜 線に沿ってごくわずかに残存しているの

みである。

この饗庭野台地は,古 琵琶湖層群を基盤とする隆起扇

状地面であるが,調 査地区周辺には,そ れに続くいくつ

かの段丘面が確認される。こうした安曇川をはさんで発

達する段丘面の区分と,そ れぞれの性質については,水

山他 (1967)(7),東郷 (1971)(14)によるまとめがなさ

れている。 (表-3)

4-2 調 査地区の地形単位区分

以上の調査地区周辺の段丘面区分 (とくに名称につい

ては東郷のもの)を 踏まえて,さ らに,面 区分の基準と

なった赤色土, クロボク層の有無の確認,傾 斜変換点の

抽出,空 中写真による観察といった作業を行い,図
-6

に示すような地形単位区分を行なった。

饗庭野I面 ,泰 山寺野IIl面,奥 山面,中 野面,万 木面

は,そ れぞれ,表 -3の 名称に相当するものであり,面

の性質も,ほ ぼ表に示されたものに等しい。段丘斜面は

泰山寺野Ill面の背後にある緩斜面であり,饗 庭野 I面 と

泰山寺野Ⅲ面との中間帯をなしている。これを段丘斜面

と命名した理由は,そ れが,他 の一般的な侵食斜面と異

Ｎ①

l               m

図-5 切  峯  面  図

Abb.駐 Gメ diu鶴
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地 形 面 構 成 物 質

名称 東郷による) 高度 比高 特 徴 層厚 層 相

上位面 饗庭野 I面

3 0 0

7

2 3 0

4 0

:

隆起扇状地瓦 開析が進 んでいる

著 しく変形 している。 6 0士

砂礫層で しばしば粘上  シ ル ト,細 砂のレンズ

をはさむ。 く さり礫を含み 層全体が赤渇 色を

おび,表 層部に赤色土 (1～ 2π )が 発達。

中位面

饗庭 野 Ⅱ面

2 7 0

ど

2 2 0

20

P

1 0

饗庭野西部にのみ分布。変形著し

5士

淘汰の悪 い河成層,大 礫,巨 礫からな り,表 層

部には赤色土 (1.5～ 20π )と それをおお う

クロボク層 (05～ 10π )が 発達。

泰山寺野 I面

2 2 0

,

2 1 0

1 5

:

1 0

山麓や,饗 庭野 I,Ⅱ 面をとりま

いて分布する広い河成段丘面。変

形を うけている。

6 士

泰山寺野 Ⅱ面

2 0 0

″

1 9 0

1 5

2

1 0

安曇りIL石 田川の中下 流部 に断片

的に分布する。主 として河成段丘

面。

5～ 6

泰山寺野Ⅲ面

1 8 0

ご

1 7 0

1 5

t

1 0

5～ 6

泰 山寺野IVm

1 6 0

2

1 5 0

5土

下位面

奥  山  面

1 3 0

:

1 2 0

1 5

2

1 0

河川沿いに最 も連続的に分布する。

5 士

大硫 巨 礫より成る河成層。表層にクロボク層

(0.5～ 1.Oπ)が発達。一部その下に赤黄色

土(1.0～ 15π )発達することあり。

中  野  面

1 1 5

t

1 1 0

1 0

2

5

河川沿いに連続して分布,特 に下

流部に発達良好。湖岸段丘に移行

する。

2～ 5

下部は礫質であるハ 上部は砂質となり,偽 層

理が発達する。クロボク層が直接被覆する。

沖積面 万  木  面

1 1 0

2

8 5

現沖積扇状地面ならびに三角川面D

この地域で最も広い地形面D

2 0 ～

3 0

趾

硫 破 シルト,粘 上 腐植土からなり,腐 植

土,粘 上 シル トが卓越する。詳細不明。

表-3 調 査地域周辺の段丘面区分表 (水山地1967,

Tab。 3.  Gliederung der Terrassenebenen

なり,侵 食の程度が少なく,泰 山寺野Ⅲ面と一体的に残

存してきた古い斜面であると考えられるからである。こ

の段丘斜面は,構 成物質の点からみても,泰 山寺野面の

それと酷似してお り,他 の侵食斜面,段 丘崖と異なって

いるのである。

また開析扇状地は,調 査地域の中で最も広い流域をも

つ河川によって,か つての低地であった奥山面上に形成

した扇状地が,さ らに同じ河川による開析を受けてでき

たと想定されるものである。

さらに,谷 からおしだされた砂礫は,沖 積面である万

木面上に沖積錐を形成している。また,条 理建設後に堤

防決壊の影響を受けた沖積面は,乱 流跡として示され,

砂礫が堆積することによって,微 高地になっているとこ

ろが多く,空 中写真によって判別される。

以上のようにして区分されたそれぞれの地形単位は,

さらに,図 に示されるように,上 位段丘面群,斜 面群,

下位段丘面群,低 地群という上位単位にまとめられた。

饗庭野正面と,段 丘斜面,お よび泰山寺野Ⅲ面は,尾 根

東郷1971より)

部の平担面 ・凸型斜面が集まったものとして,調 査地区

の中では,形 態的,機 能的にひとつの上位単位にまとめ

られると考えられる。また,下 位面群は,表 -3の 下位

面に相当するものであるし,低 地群は,沖 積面(万木面)

に,沖 積面形成以降に出現した沖積錐,乱 流跡を加えた

ものである。

このように,個 々の地形単位をまとめて,上 位の地形

単位として表現する目的は,次 に述べる景域単位の区分

にあ り, とくに, ここでは,潜 在自然植生が群集単位で

表現されていることから, この上位単位が,植 生単位の

レベルに対応したものとして選択された。
一般的には,

先の地形単位は,農 林水産技術会議 (1964)(9)に よる

小地形に相当し,植 生単位としては亜群集以下の下位単

位区分を含む植生単位区分 レベル に対応するのに対し

て, この上位の地形単位は,中 地形に相当し,主 として

植生単位の群集, レベルと対応させて作業することが現

実的であると考えられる。

- 8 -
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5。 景域単位区分

5-1 景 域単位の区分

潜在自然植生
―地形型類型として得られる景域単位は

先に述べたように,両 者が対応する同
一の区分 レベルに

おいてなされるものであり,計 画論的には,要 求される

土地評価の基礎単位の空間スケールに対応したものでな

ければならない。それゆえ,本 論では,群 集 レベルの植

生単位と,中 地形 レベルの地形単位をクロスさせて景域

単位を求めているが,空 間のスケールに応 じてより大ま

かな, もしくは, より詳細な基礎単位が要求される場合

には,そ れに最も適するレベルでの植生と地形の単位か

ら景域単位が求められなければならない。

景域単位の区分は,す でに示された,潜 在自然植生図

と,地 形単位図の相互を読みとることによって得られ,

空間構造的に意味をもつ単位とその特性が表
-4の よう

にまとめられた。ここで,1,2,3,4,は 潜在自然植生

図に示されたそれぞれの植生単位,ABCDは ,地 形単

位図に示されたそれぞれの地形単位を示すものである。

そして, さらに,植 生単位区分,地 形単位区分のそれぞ

れがもつ誤差に由来する領域のスレを,有 意な差を示さ

ぬ限 り,即 ち構造的特質としてひとつの単位と認め難い

限 り各景域単位の特性に照らし合わせて植生ないしは地

形のいずれかの範囲を基礎にして,調 整することにより

図-7の ような景域単位図が得られた。

表-4に 示された景域単位と,現 存土地利用との対応

は,潜 在的な土地の利用可能性とは無関係でなく,今 後

景域生態的土地評価をなすにあたっては,最 も重要な位

置付けがされるべきものである。 (この点は,今 後の論

点になろう。)

表-4 各 景域単位の構造的特質

Tab. 4.  Charakter der Landschaftseinheiten

L El― Aは ,調 査地区の中で最も土地利用が限定さ

れる部分であり,別 荘用地 (これについての評価は, こ

こでは触れない)と い う特殊な利用形態を除けば,本 来

アカマシ林地という利用形態しか望めない部分である。

L E2-Aに なると,果 樹園 (主としてクリ林)と い う

利用形態が可能になる。

L E2-Bに なると,か つての薪炭林としての利用が

された樹林地として, アカマツに加えて, ヒノキ植林地

という利用形態が生じる。さらに,L E2-Cで は,ス

ギの植林も可能となる。

L E3-Bは ,崩 積地に成立し,最 もスギ林に適した

立地である。L E3-Cは ,傾 斜の度合が少なく,ス ギ

林,竹 林としての利用がされるほか,畑 地,集 落地とし

ても利用され,調 査地区の中では最も多面的な土地利用

が可能な部分である。

L E3-Dは ,低 地の中で, 自然的,人 為的に微高地

となった部分であ り,畑 地,水 田,集 落地として利用さ

れる。この単位内の集落は,水 田耕作が沖積面上に広が

るにつれて形成されたものであり,先 の L E3TC内 の

集落よりも新らしいものである。

L E4-B以 降になると,過 湿になり,再 び土地利用

は制限される。L E4-B,4-C,4-Dで は,そ れぞ

れの,傾 斜の程度,面 積の大小に応じて,河 辺林,ハ ン

ノキ林,水 田といった利用形態が示される。とくに,L

E4-Dは ,広 い面積をもった平担面として,最 も水田

耕作に適した部分である。

こうした景域単位は不変的なものではなく, 自然的,

人為的条件によって変化するものである。たとえば,土

盛 りをして後に安定した部分は,土 盛 り前の景域単位と

潜 在 自然 植 生 地 形 単 位 水分条件 土 壊 条 件 現 存 土 地 f l j 用と の 対 応 備 考

""ッ ーンシミンツツジ群集 上位段丘面群 乾 赤黄色一黄褐 色乾性土壌 ア カマツ林、別荘 用地 主 として尾根部乾燥地

2-A コジイーサカキ群 集 上位段丘面群 弱  乾 黄 褐 色 弱 乾 性 土 援 アカマツ林、別荘用地、果樹園 (タ リ林 )

2-B コジイ
ーサ カキ群 集 斜  面  群 弱  乾 乾 性 未 熟

一 受 蝕 土 壊 アカマツーヒノキ植林、二次林 (ヨ ナラ林 )

2-C コジイ
ーサ カキ群 集 下位段丘面群 弱  乾 黄褐 色弱 乾 性 未 熟 E L 壊 アカマツ

ーヒノキ植林、二次林、スギ植林 下 位段丘面上の徴高地

3-B タ プー イ ノ デ 群 集 斜  面  群 適  潤 湿 性 未 熟 土 壌 ス ギ  植  林 斜面上 の崩積地

3-C ′ブ ー イ ノ デ 群 集 下位段丘面群 適  潤 黄褐 色
―
褐 色適潤 土壌 スギ植林、竹林、畑地、 (古 い )集 落

3-D タ ブ
ー イ ノ デ 群 集 低  地  群 適  潤 礫 層 土 壌 畑地、水 田、 (新 しい )集 落 沖積地の微高地

4-B 3 , y - ) \ / , / + # E 斜  面  群 過  湿 湿 性 未 熟 土 壌 河 辺  林 、 (一 部 で沢 田、柵 田 ) 未発達 な谷底平野

4-C a . / -  r \ v  , /  + # # 下位段丘面群 過  湿 撲似グライ土壌、灰褐色土壊 水 田、 ハ ン ノ キ林 台地上凹地

4-D 3 . y - , \ Y , /  + # w 低  地  群 過  湿 グライ土壊、囃  (礫質)土曜 水 田

―- 10 -―
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図-8 流  域

Abb. 8.  Karte

区 分  図

d』Einzugsgebiets

図-9 各 景域単位の空間的配列

Abb. 9.  Raumliche Anordnung der Landscha_

ftseinheiten

I  西1

流 域

Ⅱ 型

流 域

l A

↓

2 A →  2 B

3 B

4 B

→ 主 たる傾向  →  副 次的傾向

図-10 流 域をとうしての景域単位相互の連関性

Abb.10.Wechsdbezたhungen der Landsc凛
ftsehheiふ

- 1 2 -

上 流 部  ←    → 下 流 部

上 位 面 群  ←     →  低 地 群
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Zusammenfassllng

Der Zweck dieser Untersuchung liegt darin, da8

einen Prozess fiir die Gliederung der Landschaftscin_

heitett also Grundlage der landschafts6kologischen

Bewertung des Standorts,festzustellen. Dafur haben

wir die heutige potentielle nattirliche Vegetation und

die geomorphologische Einheit als biologische und

physische  zusallnlnengesetzte  Landschaftsfaktoren

gewahlt.

Das erforschte Gebiet, Stadt Shin'asahi, liegt am

Biwa_see nordёstlich von Kyoto, gebildet auf dem

(1) Braun― Blanquet, J. :Pflanzensoziologie          Zerschnittenen Terrassc und Schwerninkegel, deren

SpingerWerhg,Wねn New York UrvegetatiolnS Shbn_Gebiet dnge」ねdert ht.Aber

は別のものとして表現される。したがつて,こ こでいう

景域単位は,正 確には,今 日の景域単位である。

5-2 景 域単位相互の連関性

景域単位相互の連関性は,流 域による認識をつうじて

最もうまくとらえられる (武内 1974)。ここでは,流 域

の2つ のタイプについての連関性の考察がされた。すな

わち,そ のひとつは,稜 線部以下に段丘面を含まないで

低地に連続するもの (I型 流域)で あり, もうひとつは

段丘面を含むもの (Ⅱ型流域)で ある (図
-8)。

各景域単位は,図 二 9の ような空間的位置に配列され

る。そして,そ れぞれの空間的位置をもつ景域単位は,

I型流域,I型 流域をとうして,図 -10の ようなつなが

りをもつものと考えられるのである。ここで,副 次的傾

向として示されたものは,流 域的つながりとは直接関係

せず,む しろ別の要因とのつながりが強いものである。

4D→ 3Dは ,安 曇川の影響によるものであるし,3C→

2C,3C→ 4Cは ,段 丘面上の凹凸によって局地的に出

現するものである。またI型 流域の中で 2B→ 3B→ 4B

と示されたものは,I型 流域の中に,局 地的に I型流域

の傾向を示すものが出現したものであると理解される。

このように,各 景域単位は,そ れぞれ独立してそこに

存在しているものではなく, I型 流域,I型 流域で模式

的に示されたように,相 互につながりあって存在してい

るのである。それゆえ,土 地評価の作業においても,個

々の景域単位自身についての評価のみならず,そ うした

各景域単位相互の連関性を前提としての評価がなされる

必要があると思われる。

6.お わ りに

以上のような手法によって景域単位が求められたが,

それを景域生態的土地評価につなげるにあたっては,景

域単位毎の土地利用に対する負荷許容域の把握がなされ

る必要があると考えられる。これについての詳細な方法

論の提示については,今 後の研究課題としたい。

1964

r2)井 手 久 登 :景域保全論,PP・ 121

応用植物社会学研究会,1971

(3)一 :景域計画の方法,農 村計画 4, 9-

15, 1974

(4)一 ――一―,武 内 和 彦 :

景域生態的土地評価の方法論的研究

(I), 日 本造園学会秋季大会発表要

旨, 24--25, 1974

heutige reale Vegetation verdndert sich von urspr-

iinglich wie in Abb. 3.

Die heutige potentielle natiirliche Vegetation des

Gebietes haben wir zu grol3en 4 Gesellschaftsein-

heiten zusammengefal3t. (vgl. Abb. 4)

1. Rhododendro reticulati-Pinetum densiflorae

H. Suzuki et al 1971

2. Sakakieto-shiietum cuspidatae Minamikawa

et al L962
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3. Polysticho-Machiletum thunbergii Suz.-Tok.

t952

4. Phragmites communis-Alnus japonica Gesel-

lschaft

Die geomorphologische Einheiten entsprechend der

Vegetationseinheiten sind wie in Abb. T zu 4 Teile

gegliedert.

A. obere Terrassenebenen

B. Hiinge

C. niedrige Terrassenebenen

D. Tiefebenen

Landschaftseinheiten, die aus vegetationskundlichen

und geomorphologischen Einheiten besteht, sind wie

in Tab. 4, als 1-A, Z-A, Z-F, Z-C, 3-8, 3-C, 3-D,

4-8, 4-C, und 4-D rdumlich und dkologisch charak-

terisiert. (vgl. Abb. S)

Auf der Grundtrage der Karte der Landschaftsein-

heiten werden die standortskundlichen Gutachten

fi.ir die Landschaft gegeben, die daunter hinaus auf

Grund von dem Landschaftsplan weiter ausgewertet w€-rden

kcinnen.
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